
発言通告書（総括表） 
令和７年第２回定例会 代表質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 
求める者 

１ 
岩佐議員 

（次世代） 

１．安心安全なまちづくりにむけ 

た取り組みについて 

 

２.バリアフリーの実現 

 

 

３.文化を継承するまちづくり 

 

４.マンションコミュニティの支

援と町会コミュニティの連携に

ついて 

 

（１）体感治安の悪化など千代田区の安心・安全を取り巻く状況認識について 

（２）総合的な安全・安心対策の推進について 

 

エリア毎ではなく「面的・一体的なバリアフリー化」を図るため、移動等円滑化促進方針・

基本構想を策定することについて 

 

神保町のまちづくりについて、事業の継承等ソフト面も含めた総合的な支援について 

 

（１）マンション居住者等の町会等地域コミュニティへの加入促進について 

（２）マンションのコミュニティ活性化支援について 

区 長 

関 係 理 事 者 

２ 小林議員 

（自民党） 

１.区政運営の基本姿勢・議会と

の関係について 

 

 

 

 

２.町会・地域コミュニティ支援

ついて 

 

 

 

 

３.地域経済の活性化支援につい

て 

 

区長が、今期 4年間において、最も重視する政策分野は何か。 

また、予算配分にも関わる「重点政策」3つを改めて具体的に明示して、それぞれの数値

目標や進捗管理の手法をどのように設定し、どのように区民に示していくのか。 

議会軽視と受け取られかねない報道先行・資料未提示の事案をどう解消するつもりか。議

会・常任委員会への事前説明を「報道前・発表前」に義務化する等。 

 

活動の担い手不足、役員の高齢化、加入率の低下といった地域コミュニティの実態に対し

て、どのような具体的な対策を講じていくのか。「地域の担い手」を確保・育成するため

には、何が必要か。加入率の向上や担い手育成に向けた予算措置や制度改革についての取

り組みは如何か。祭礼文化の支援や防災対策との連携を図る事、京都市の「地域コミュニ

ティ活性化推進条例」等を参考に、具体的な施策を進めてはどうか。 

 

区内経済の足元を支える中小企業支援の現状と産業振興基本計画改定に向けた課題分析。 

 

 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 
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２ 小林議員 

（自民党） 

４.中高生世代応援手当について 

 

 

 

 

５.和泉小学校・いずみこども園

等施設整備について 

 

６.千代田保健所機能の見直しに

ついて 

 

手当は、経済的負担を一定程度軽減するものと受け止めていますが、それによってどのよ

うな中高生世代の暮らしや学びの環境を実現しようとしているのか。現金給付にとどまら

ず、将来的にどのような地域像や子育て環境の実現を目指しているのか。まずはデータの

収集と検証、中高生のニーズ把握や居場所づくりなどを通じて、政策的な方向性を明確に。 

 

老朽化に伴う和泉公園敷地への移転、学校隣接地の購入や旧ポンプ所跡地活用、横断歩道

移設や交差点変更など、周辺交通への影響を踏まえた具体的な対策について 

 

１つの部署が 2力所に分かれている現状と対策は。九段一丁目地区再開発に位置づけられ

ないか。新たな感染症対策に対応できるか。ＤＸを生かした機能整備は進んでいるか。 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

３ 
白川議員 

（自 民） 

１.中高生 1人当たり月 1万 5千

円の手当支給を始めたきっかけ

は？ 今後、どれくらい続けてい

くつもりか。 

 

２.区は少子化対策として若年層

支援を考えているか。今後検討す

るつもりはあるか。 

 

３.教育において伝統的価値観を

尊重する姿勢はあるか。 

 

４.区は若年層の支援の重要性に

ついて認識があるか、今後、対策

を立てるつもりがあるか。 

 

 

・子どもの義務教育期間が終わると千代田区を去る住人を減らす施策として評価できる。 

・本施策は全国的に注目されている。 

 

 

 

・少子化は「夫婦が子どもを産まなくなっている」のではなく、非婚化・晩婚化が大きな

原因。 

・少子化は子育て支援だけでなく、社会人の若年層支援が有効。 

 

・少子化は価値観の変化も原因。 

・伝統的価値観も選択肢の 1つとして尊重すべき。 

 

・ポルトガルでは若年層の人口流出が深刻になっていて、対策を立てざるを得なくなって

いる。 

・福祉ばかり力を入れると、納税者である生産人口の若者にそっぽを向かれるりスクがあ

る。 

 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 
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３ 
白川議員 

（自 民） 

５.未婚の若年層が集まれるイベ

ントは実施しているか。今後、積

極的に実施してもらえるか。 

 

６.学生のための学習スペースな

ど時間を過ごせるスペースを確

保しようとしているか。 

 

・日本の少子化が先鋭化したのはコロナ禍が原因。 

・出会いの場を増やすことが重要。 

 

 

・住宅ローン控除が都市部の住宅事情の悪さに拍車をかけている。 

・学習スペースを確保するなど、自宅外で学生が時間を過ごせる場所が必要。 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

４ 
えごし議員 

（公 明） 

熱中症対策について 

 

 

 

 

 

 

区内の蚊など害虫対策 

 

 

 

 

 

呼吸器感染症予防週間について 

 

 

 

防災対策 

 

熱中症の重篤化を防止するため、労働安全衛生規則が改正され、本年 6月から職場におけ

る熱中症対策が罰則付きで義務化されるなど、熱中症対策の重要性は年々増している。区

の取組について所見を伺う。 

・区の職員への対応について 

・区の事業、委託先への対応について 

・さらなる熱中症対策の推進について 

 

春から秋にかけて、特に夏の時期には街中でも蚊など多く発生し、区民から相談も寄せら

れている。 

・区内で特に発生が多い場所などの把握状況は? 

・区道や区有施設への対応について 

・区内の施設管理者への周知・徹底について 

 

国は、毎年 9 月 24 日から 9 月 30 日までを「結核・呼吸器感染症予防週間」と定めてい

る。結核や、新型コロナウイルス感染症、インフルエンザなどの身近な呼吸器感染の予防

のため、区でも普及啓発への取組を行ってはどうか。 

 

避難所の開設や運営などへの支援について、現状の課題など区の所見を伺う。 

・地域の方が誰でも避難所を開設・運営できるシステムづくりを。 

 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 
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５ 
春山議員 

（維 新） 

１、DXの推進について 

 

 

 

 

 

２、国民健康保険制度について 

 

 

３、公共空間・共用空間の再編 

 

４、地域資源の利活用、地域共創 

① ガバメントクラウド移行による運用コストの増加 

② 行政事務の効率化とコスト削減、IT専門人材について 

③ DXによる政策実現コストの削減と再配分 

④ 財政情報の可視化 

⑤ 千代田区 DXモデルの共有化の可能性 

 

① 滞納による法定外繰入の状況 

② 超高齢化社会への対応 

 

 

 

① 産官学の連携 

② 地域資源のアーカイビング 

③ シビックプライドの醸成と人材育成 

 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

 


